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も急加速した。 2011年より運用がはじまることが期待されている 10PFLOPS級の計算機では、 lモルの譲算、すな



















































分子数 大きさ 現象論や例 必要な計算性能
数額~103 数nm 熱平衡状態、素材 MB.話FLOPS
~1003 100nm 親形非熱平衡状態、受動デバイス、層読 GB' GFLOPS 
~1 ラ 0003 1μm 非線形非平衡状襲、能動デバイス、乱流 TB. TFLOPS 


























N ZZ♂=Z(む3，l十U21+U12十UZ2+ 十む+む)=E (1) 
を満たす点の集合なので、 2N次元中の半径J2E/mの球菌となる。この分布を、 1つの粒子の速さり=Ivlを指定
したときの分布、すなわち I粒子の速さの分布関数に書き換えると、
{ / ~， N-2 J CN' V (1ー 弓皇子) (V壬2Elmの場合)PN(吟={ ~ lV ~ ¥ ~ 2E ) l 0 (り >2E/mの場合)
となる。ここでCNは規格化定数である。
以上、簡単のため2次元の場合を考えたが、 2次元以上でも関様である。 d次元 (d三訟の場合は、









































長時間謹限でC(t)'" Cdl2というべき緩和となる。「長い完尾 (longtail)Jと呼ばれる緩和である [9，10]0 2次元以






























物質の非議形非平衡状態へと進もう。非線形なふるまいの出自は、ミクロ;こは詔転移 [12]や反応 [13，14， 15， 16， 17] 
より、マクロには集団運動の非議形挙動よりと多様である。あまたある非線形非平禽現象の中から、本講義では統計
物理学の立場かち特に重要で最も挽戦的と考えられる以下の3つの課題を議論する。 lつはエネルギー工学から環境
軒学まで地球スケールの科学では中核的な役裂を果たすことが多い気液相転移の動力学である [18，19， 20， 21， 22]0 
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